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テレビの情報番組でもやってましたが、「紅葉（こうよう）」は秋になり野山が色づく

ことを表し、「紅葉（もみじ）」は秋に赤く色づく、葉の先がぎざぎざで５～６枚に分か

れた木の種類を指します。また、「紅葉（こうよう）」は黄色に色づく樹木については「黄

葉（こうよう）」とも書くそうです。

「竜田揚げ」の「竜田」は紅葉の名所、奈良県の竜田川からとったもので、油の中で材

料が赤く色変わりする様子が竜田川の水の中の紅葉を連想させるからと言われています。

「秋深き隣は何をする人ぞ」（松尾芭蕉）

校内行事大成功！
２０日（土）の花丘祭、２６日（金）の校内駅伝大会、秋に親しむ会と大きな３つの行事が２

週にわたり行われました。

花丘祭は本当に楽しみにしていた行事で、生徒の皆さんがそれぞれの思いを一生懸命表現する

姿にとても心打たれました。先生方も生徒達と一緒に準備してきた成果が発揮され、大きな達成

感が得られたことと思います。また、朝からＰＴＡ総務部の方々が調理してくださったとん汁も

お昼時間に振る舞われ、大変おいしくいただきました。バザーの商品は昨年度よりも多く、売り

上げも伸びたそうです。前日の値札付けの最中、激しい雷雨により停電になってしまい、でも、

その中で暗い電灯をかざしながら作業する保護者の皆様には感謝の思いでいっぱいになりまし

た。

校内駅伝大会にも大きな感動を覚えました。縦割りのチーム編成で、それぞれの力に応じた距

離を、それでも力を超える頑張りで必死に走り抜く姿に、高郷中生の何事にもまじめに一生懸命

取り組む心の強さを感じました。また、ゴールに向かう選手に大声で声援を送る姿にも、友達を

大切にする重いが伝わるようで、心熱くなる思いがしました。

秋に親しむ会で驚いたことは、自分たちでしっかり作業できていることとみんながとても仲良

く、協力しながら楽しく活動する様子が、いたって自然であるということです。それは見ている

者にとってとても心温まる風景でした。絶好の天候に恵まれた、雲ひとつない青空の下で、さわ

やかな笑顔あふれる一日となりました。



福島県ＰＴＡ研究大会喜多方大会終了！
去る１０月１４日（日）、福島県ＰＴＡ連合会研究大会喜多方大会が喜多方市内各会場におい

て開催されました。その中の第３分科会：家庭教育（中）の運営を高郷小中学校が任され、喜多

方二小を会場として、実践発表と研究協議を行いました。

分科会全体のテーマは「自分で学習や生活を改善する力（自己マネジメント力）」を育む家庭

・地域の関わり方や支援」で、視点１「子どもたちを取り巻く環境の変化をとらえ、健康や安全

を守り、地域・学校ができること」について、本校の星英典教頭先生が学校で取り組んでいる、

地域のハザードマップ作りや地域の各所で行ったボランティア活動の様子、冬に実施している除

雪ボランティアなどの実践発表を行いました。また、視点２「学校と連携した家庭での学習等に

ついての現状を認識し、家庭でできること」について、本校ＰＴＡの大竹勉会長さんが、福島県

の教育施策のひとつである「家庭学習スタンダード」を活用し、学校と保護者が連携したメディ

アコントロールへの取り組みを紹介するとともに、「心の支え」「環境作り」「習慣作り」の３つ

のポイントについて提案しました。参加した方々や他の学校の先生方から、発表もグループ討議

の内容も素晴らしいものであったとの評価を受けました。

前日の会場準備と当日の会の運営、さらに分科会終了後の後片付けまで、高郷小中学校のＰＴ

Ａの方々には大変お世話になりました。「チーム高郷」の力を結集し、無事に責任を果たすこと

ができたと思います。改めてお礼申し上げます。

「県ＰＴＡ喜多方大会第３分科会の運営とご協力、ありがとうございました。」

２つの新たな取り組み始動！
高郷中学校を卒業してからも、高校生活においてリーダシップを発揮したり、社会に出てから

もそれぞれの職場や立場においてしっかりと責任を果たせるような人になってもらいたい思いが

あります。そのために学校で何ができるのかというのは常に考えているところではあります。

そのための具体的な取り組みとして、先生方とも話し合いを重ね次の２つのことを実践するこ

とにしました。

まず１つ目はチャイムの導入です。年度当初の計画でお話しした「ノーチャイム」の方針を変

更することになりますが、時間の見通しを持ち、よりけじめのある、ＯＮ、ＯＦＦのスイッチを

切り替えることで集中力を高めるなどの効果を狙い実施することにしました。高校入試時の状況

に慣れることや学力の向上にもつながる取り組みと考えています。

もう１つは朝の集いや体育館で行う集会時、無言で整然と入退場を

行うということです。それを繰り返すことによって、礼儀正しく、自

信のある、堂々とした態度が自然と身につくのではないかと考えてい

ます。これもやはり、高校入試の面接時やさまざまな場面の公的な場

において、自信のある、落ち着いた言動につながると期待しています。

ご家庭での話題にしていただければと思います。

秋の深まりとともに、朝晩は冷え込む日も多くなってきました。子どもたちの体調管理をよろし

くお願いします。保護者の方もどうぞ、風邪など召しませんように・・・！


